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Display and Documentationチュートリアル

このチュートリアルでは「パラメータ（parameter）」、「クロック（clock）」、「波形（waveform）」、「マーカ（marker）」、「テキストオブジェクト（text object）」の表示のコントロール方法について紹介します。ここで紹介する方法を用いて、タイミングダイヤグラムの、見栄えや含まれる情報の見せ方をコントロールする事ができます。

なおこのチュートルアルでは、波形の描画やパラメータの与え方などの基本的な操作について既に承知している事を前提としています。波形の描画やパラメータの与え方などの基本操作については、チュートリアル「Basic Drawing and Timing Analysis－日本語：チュートリアル１：WaveFormerProチュートリアル」をご参照ください。

まず、チュートリアル用のタイミングダイヤグラムを開きます：

1. SynaptiCADプログラムインストールフォルダ下の
\Examples\TutorialFiles\DisplayAndDocumentationフォルダ下にある、
tutdocstart.btimを開きます。

2. メニュー[File]→[Save As…]を選択し、tutdocstart.btimをmystart.btimとリネームし保存します。
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I. パラメータ表示のコントロール

Delay（遅延）、Setup（セットアップ）、Hold（ホールド）、Sample（サンプル）パラメータは、タイミングパラメータとしてはもちろん、任意の文字列として表示する事が可能です。Parameter Propertiesダイヤログボックスには、パラメータのプロパティの表示をコントロールするDisplay LabelとCustom 欄（表示文字列のカスタム化）があります。パラメータはParameter Propertiesダイヤログを用いて各種設定を行います。パラメータを設定する為にParameter Propertiesダイヤログを開くには、Diagram（波形）ウィンドウ上でパラメータをダブルクリックするか、Parameterウィンドウ上で設定するパラメータ名をダブルクリックします。

SetupやHoldパラメータは、セットアップやホールド時間の設定のみならず、波形エッジ間の距離などにも使用する事ができます。

ここでは、Setupパラメータを「タイミングマージン」と「エッジ間の距離測定」に用いてみます。

1. DiagramウィンドウかParameterウィンドウにあるSetupパラメータS0をダブルクリックして、Setup Parameter Propertiesダイヤログを開きます。

2. 開いたSetup Parameter PropertiesダイヤログのDisplay Label：ドロップダウンリストから、[min/max Margin]を選択します。すると、DiagramウィンドウのS0の表示が、min/maxのマージン値である[9,]に変わります。セットアップに関係するエッジを移動すると、この表示されているマージン値は変わります。ここでのマージン値とは、規定されているセットアップ／ホールド・タイムに対するマージン値です。Setupパラメータのmaxが空欄なのはセットアップ値にはmax値が規定されないからです。

3. 続いて、Setup Parameter Propertiesダイヤログの[Next]ボタンをクリックし、SetupパラメータS1へ移動します。ここでは、SetupパラメータS1を２つのエッジ間の距離測定に使用しようとする為、S1にはmixとmaxが規定されていません。

4. ダイヤログのDisplay Label：ドロップダウンリストから、[Distance]を選択します。するとエッジ間距離（ここでは、CLK0の50nsから100nsの距離）のminとmax値が表示されるようになります。

5. Setup Parameter Propertiesダイヤログの[x]Outward Arrowsチェックボックスにチェックを入れます。すると矢印が一方向矢印から「←→」に変わります。
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Note：パラメータ表示のデフォルト状態を、
メニュー[Options]→[Drawing Preferences（Style Sheet）…]で設定しておくことができます。

パラメータ表示のCustom化（パラメータ表示をユーザ定義で行う）

Parameter PropertiesダイヤログのDisplay Label：ドロップダウンリストから、[Custom]を選択すると、パラメータ表示をカスタム化できます。カスタム化する為のいくつかの文字列はアトリビュートの制御コードとして扱われ、それらは該当するパラメータアトリビュートと置換されます。

アトリビュートの制御コードは「%」から始まる２文字、または３文字の文字列です。制御コードには以下のものがあります：名前（%n）、値（%mv, %Mv）、式（%mf, %Mf）、マージン（%mm, %Mm）、距離（%md, %Md）、コメント（%c）。小文字mはminimumを意味し、大文字Mはmaximumを意味します。ここでは、パラメータD0をCustom化してみます。

1. DiagramウィンドウかParameterウィンドウにあるDelayパラメータD0をダブルクリックして、Delay Parameter Propertiesダイヤログを開きます。

2. 開いたSetup Parameter PropertiesダイヤログのDisplay Label：ドロップダウンリストから、[Custom]を選択します。すると、DiagramウィンドウのD0の表示が、Setup Parameter Propertiesダイヤログの中にあるCustom：欄に設定されている内容に変わります。

3. デフォルトで入力・設定されているCustom：欄と、ダイヤグラムで表示されているD0の表示内容を見比べてみてください。デフォルトで入力・設定されているCustom：欄には、全ての制御コードを使用しているので、ユーザは細かく制御コードを憶える必要がありません。必要に応じてデフォルトで入力されているCustom：欄を編集してください。デフォルトで入力されているCustom：欄は以下です：
%n  v=%mv, %Mv  f=%mf, %Mf  m=%mm, %Mm  d=%md, %Md  %c
4. 続いて、Custom欄を「名前」と「min、max値」だけの表示に変えてみます。Custom欄を次のように変更してみます：
%n  value=%mv, %Mv
変更後[Apply]ボタンを押します。

5. D0の表示が以下のようになります：
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II. パラメータの繰り返し

いちど描画したDelay、Setup、Holdなどのパラメータは、タイミングダイヤグラム内で似ているエッジに対しコピーすることができます。開いているD0のDelay Parameter Propertiesダイヤログの[Repeat]ボタンを押すと、似ているエッジを探しパラメータを付加します。Delayパラメータの場合、遅延値が付加されるのでエッジ位置が変わる事に注意してください。

1. [Repeat]ボタンを使用して、パラメータD0をダイヤグラム全体に付加してみます。まず始めに、Diagramウィンドウで[image: image19.png]TestBencher Pro
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ボタンを押すなどして、ダイヤグラム全体が表示されるように表示倍率を変更してください。

2. Diagramウィンドウで、パラメータD0をダブルクリックして、Delay Parameter Propertiesダイヤログを開きます。

3. Delay Parameter Propertiesダイヤログの[Repeat]ボタンを押します。すると、ダイヤグラム全体に渡り、SIG0の立ち下がりエッジとSIG1の該当するエッジ間に対しパラメータD0が付加されます。また、S0にセットアップ違反が発生してダイヤグラム上で赤色表示されるのが確認されます。このセットアップ違反は、２番目の遅延値D0すなわちSIG1の波形エッジが移動した事に原因があります。

4. Delay Parameter Propertiesダイヤログを閉じます。
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III. 式を用いた波形のエッジ部分の編集

前の操作で行った、遅延D0の追加によりS0にセットアップ違反が発生しました。セットアップ違反を解消するため、SIG0とSIG1の全てのエッジを5ns正方向へシフトしてみます。エッジをドラッグすることでもエッジのシフト操作を行えますが、ここでは「Edit Waveform Edges」ダイヤログから式を入力することでシフト操作を行っています。

1. Diagramウィンドウで、信号名SIG0とSIG1をクリックし選択します。選択された信号名は青色反転表示されます。

2. メニュー[Edit]→[Edit Waveform Edges…]を選択し「Edit Waveform Edges」ダイヤログを開きます。
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下図のように、Edit：欄のラジオボタンで[x]Transform Edge Times In Rangeを選択し、
Edge Time Equation：欄に$time+5と入力します。
$time変数は、選択された信号の各エッジの時間を表します。
[Apply]ボタンを押すと、選択された信号の波形エッジがシフトし、またセットアップ違反も解消します。

4. [OK]ボタンを押し、ダイヤログを閉じます。

IV. パラメータエンドポイントのドラッグ＆ドロップ

ご覧のとおり波形エッジ間にパラメータが付加され、パラメータには始点のエッジと終点のエッジが存在する事が確認いただけると思います。ところで、このパラメータが定義されているエッジをドラッグ＆ドロップの操作で移動することもできます。以下では、パラメータの終点をドラッグ＆ドロップで移動する操作例を示します：
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Diagramウィンドウで、一番始めのDelayパラメータD0をクリックし選択します。選択されたD0パラメータは緑色の長方形で囲まれ、また関連するエッジが紫色の長方形で囲まれています。

2. 緑色長方形の右側のへり付近（すこし外側）にマウスカーソルを合わせます。紫色長方形は関係しているエッジが選択されている事を確認します。

3. 2.で合わせたマウスカーソルをSIG2の「<=Drop Edge」の左側エッジへドラッグします（下図参照）。ドラッグする際に緑色の線がマウスカーソルについてきますが、これが終点エッジの移動先を表しています。
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4. ドラッグしたマウスカーソルをリリース（ドロップ）すると、D0の終点エッジが移動されます。パラメータD0の表示位置がSIG1にとどまっている場合、D0を選択・緑色長方形で囲んだ後、SIG2の付近にドラッグすれば、下図のようにD0の表示位置もSIG2へ移動します。
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V. パラメータ表示位置を調整する

通常、パラメータの表示位置は自動的に決定されますが、パラメータをドラッグ＆ドロップすれば任意にその表示位置を変更する事ができます。

1. パラメータDOをクリックし選択します。D0が緑色長方形で囲まれます。D0をSIG0の位置までドラッグしてみます。

2. マウスカーソルをリリース（ドロップ）すると、その位置にD0の表示位置が移ります。

[image: image11.png]jons jgans Y [1oons

1) — —
——+{00 value=

[Slcr) | — <= Drop Edge.





上述のように、パラメータの表示位置を変更するとそのパラメータには[x]User Placedの属性が付加されますが、下記のようにその属性を外すとパラメータの表示位置はデフォルトの状態に戻ります。

1. Diagramウィンドウで、パラメータD0をダブルクリックして、Delay Parameter Propertiesダイヤログを開きます。

2. ダイヤログにある、[x]User Placed のチェックを外します。すると、パラメータD0の表示位置がSIG2へ戻ります。

3. [OK]ボタンを押し、ダイヤログを閉じます。

VI. クロックジッタ

マニュアルの「Chapter2：Clocks」でも触れているように、クロック信号には多くの設定項目があります。ここでは、「クロックにジッタを設定」し、距離計測の場合でのクロックジッタの影響について確認してみます。また、「クロックエッジに矢印表示を設定する方法」と、「クロックエッジの傾きのコントロール方法」についても示します。

1. DiagramウィンドウのCLK0をダブルクリックして、CLK0のSignal Propertiesダイヤログを開きます。また、開いたダイヤログで[Clock Properties]ボタンを押します。すると、「Edit Clock Parameters」ダイヤログが開きます。

クロックセグメントをダブルクリックすることでも、「Edit Clock Parameters」ダイヤログを開く事ができます。

2. 「Edit Clock Parameters」ダイヤログにあるRise Jitter：欄に4と入力します。すると、CLK0の立ち上がりエッジに不確定領域が与えられ、クロックエッジ間距離を測定していたパラメータS1の値が、＜50,50＞から＜48,52＞に変わります。

3. [OK]ボタンを押し、ダイヤログを閉じます。

続いて、「クロック波形エッジに矢印」、「クロック波形エッジの傾きを垂直に変更」、「グリッドラインの表示」の各方法について示します。

1. DiagramウィンドウのCLK0をダブルクリックして、CLK0のSignal Propertiesダイヤログを開きます。

2. 開いたCLK0の「Signal Properties」ダイヤログで[x]Falling Edge Sensitiveチェックボックスにチェックを入れます。[Apply]ボタンを押すと、立ち下がりエッジに矢印が付加されます。

3. 続いて、「Signal Properties」ダイヤログで[Analog Props]ボタンを押します。すると、
「Analog Properties」ダイヤログが開きます。

4. 「Analog Properties」ダイヤログの[x]Use Straight Edgesチェックボックスにチェックを入れ[OK]ボタンを押します。すると、クロックエッジが垂直に立ち上がります。
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5. 続いて、「Signal Properties」ダイヤログで[Grid Lines]ボタンを押します。すると、
「Grid Options」ダイヤログが開きます。

6. [x]Enable Gridチェックボックスにチェックを入れ[Apply]ボタンを押します。すると、設定に従ったグリッドが表示されます。例えばデフォルトのStarting Event：1、Events Per Line：2の設定の場合、１エッジ飛びに（立ち上がりエッジごとに）グリッドが表示されます。

7. Grid Line Styleプルダウンメニューからグリッドの種類を選択できます。また、
[Grid Color…]ボタンでグリッドの色を変更できます。

8. 最後に[x]Enable Gridチェックボックスのチェックを外し[OK]ボタンを押しダイヤログを閉じます。

VII. マーカ（Marker）

Markerは、「タイミングダイヤグラムの説明」、「時間圧縮表示（設定時間の波形の省略）」、「ダイヤグラムの終了点」等に使用できます。TestBencher Proでは、「ループの設定」や「トランザクションへのHDLコードの挿入」にも使用できます。ここでは

1. DiagramウィンドウでMarkerボタンを押し、Marker設定モードにします。
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2. CLK0の250ns付近の立ち下がりエッジをマウス左クリックし、続いてマウス右クリックします。するとクリックした部分にMarkerが付加されます。

3. Markerの名前MARK0をダブルクリックして「Edit Time Marker」ダイヤログを開きます。Markerを付加する際エッジを選択しているので、ダイヤログの中ほどにAttached to Edges: CLK0 250と付加された時間情報が表示されています。

4. [x]Draw line from marker to edgeチェックボックスのチェックを外してみます。このチェックボックスにチェックが入っていると、Markerがエッジに付加された場合にはMakerとエッジが波線矢印で結ばれます。

5. 「Edit Time Marker」ダイヤログのDisplay Label：プルダウンメニューから、[Comment]を選択します。今のところComment：欄が空欄の為MARK0が消えた状態になります。

6. 「Edit Time Marker」ダイヤログのType：プルダウンメニューから、[Timebreak（Curved）]を選択します。すると、Markerの線が２重波線になります。

7. [OK]ボタンを押し、一度「Edit Time Marker」ダイヤログを閉じMarkerの状態を確認します。現在MarkerにComment：が入力されていないので、Markerは２重波線のみの表示となっています。２重波線の上をダブルクリックして再度「Edit Time Marker」ダイヤログを開きます。

8. 「Edit Time Marker」ダイヤログのTime break compress time by：欄に15と入力し、[OK]ボタンを押します。すると、Markerの位置から15nsの区間が非表示となります（時間圧縮表示）。

9. 非表示になった部分の設定は無効になったわけではなく、単に表示されないだけです。非表示区間内にパラメータなどが存在する場合、非表示となります。

Markerはダイヤグラムの終点の設定・表示にも使用されます。この機能は「波形→HDLなどのエクスポート機能」を使用する際に便利です。また、全信号の波形の終端をそろえるのにも使用できます。

1. Diagramウィンドウの中でどのエッジも選択されていない（始点となるエッジが選択されていない状態）事を確認した上で、Diagramウィンドウの400ns付近をマウス右クリックします（時間軸をクリックすると表示倍率縮小モードになりますので、信号描画部分を右クリックしてください）。全信号に共通のMarkerが付加されます。

2. 今付加したMarkerをダブルクリックし、「Edit Time Marker」ダイヤログを開きます。ダイヤログの中ほどには先ほどと違い、Attached to Time: 400（付近の数字）となっています。これはMarkerを付ける先がエッジではなく、時間に付けられた事を示します。

3. 「Edit Time Marker」ダイヤログのType：プルダウンメニューから、ダイヤグラムの終点を意味する[End Diagram]を選択します。Markerの線が紫色になります。

4. 「Edit Time Marker」ダイヤログのDisplay Label：プルダウンメニューから、[Type]を選択します。すると、Markerのラベル表示がMARK1からEnd Diagram（Type:で選択されている）に変わります。

5. [x]Signal ends snap to markerチェックボックスにチェックを入れ[OK]ボタンを押しダイヤログを閉じます。すると、全ての信号波形の終点がMarkerへそろえられます。

6. End Diagram Markerをドラッグ＆ドロップすると、End Diagramにくっついて波形の終点が移動される事を確認してみてください（例えば、End Diagram Markerを500ns付近までドラッグ＆ドロップすると、500ns付近まで全信号波形が延びていきます）。

[image: image14.png]cLa





VIII. テキストボックスの編集

タイミングダイヤグラムの好きな場所にテキストオブジェクトは配置する事ができます。各テキストオブジェクトの「フォント」と「色」は変更することができますので、重要度などに応じてそれらを変更して表示する事ができます。下図のようにフォントとして「添え字」、「肩付き文字」、「イタリック体」、「太字」にも対応していますので、データブックに記載するタイミングダイヤグラムのイメージそのままを編集できます。
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Diagramウィンドウ上部にあるモード切り替えボタンでTextボタンを押します。

2. SIG0の50ns付近でマウス右クリックをします。すると、「テキストが入力できるボックス」が表示されますので、そのボックスにRead Cycle2tpと入力しEnterキーを押します。入力したテキストがダイヤグラムに付加されます。

3. 今付加したテキストRead Cycle2tpの上をダブルクリックします。すると、「Edit Text」ダイヤログが開きます。このダイヤログから「複数行のテキスト入力」、「添え字」、「肩付き文字」、「イタリック体」、「太字」を設定できます。
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4. ダイヤログに入力されているテキストRead Cycle2tpの2を選択し、[image: image2.bmp]ボタンを押します。また、tpを選択し、[image: image3.bmp]ボタンを押します。

5. [Font]ボタンを押します。すると、「フォント」ダイヤログが開きます。

6. フォントのサイズを16、文字の色を青に変更してみます。[OK]を押してフォントダイヤログと「Edit Text」ダイヤログを閉じます。

7. ダイヤグラム上にあるテキストRead Cycle2tpはドラッグすることで移動できます。

8. 再度Read Cycle2tpをダブルクリックし「Edit Text」ダイヤログを開き、複数行の入力を試してみてください。

IX. サマリ

以上で、Display and Documentationチュートリアルを終了します。ここでは以下の操作手順を示しました。

· パラメータ表示項目の変更

· パラメータを使用したエッジ間などの波形距離測定

· パラメータ表示のカスタム化

· パラメータの繰り返し

· パラメータ表示位置の変更

· 波形のシフト移動

· Markerの付加

· テキストオブジェクトの付加

· クロックアトリビュートの変更

このチュートリアルで触れた操作以外については、他の操作チュートリアルやマニュアル等をご参照ください。ご不明な点がございましたら、弊社までお問い合わせいただきたく、お願い申し上げます。
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TEL：045-663-5940 ／ FAX：045-663-5945
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